




「月刊 九州王国」 媒体案内

◆執筆陣紹介

［島谷弘幸］
九州国立博物館長。1953年生まれ。東京国立博物館学芸部美術課
書跡室長、資料課長、展示課長、文化財部長、学芸研究部長、副館長
（兼）独立行政法人国立文化財機構本部研究調整役を経て、2015年
4月より現職。

［今村　晃］
福岡県立明善高等学校卒業。九響のエキストラ奏者を経験した後、
1964年4月東京芸術大学 器楽科(専攻／コントラバス)入学。卒業
後、都響のコントラバス首席奏者として活躍。1985年1月より都響・楽
団主幹(1996年4月より楽団参事)として、数多くの海外公演などの企
画制作を中心に楽団の推進的な役割を担う。「日本の作曲家シリー
ズ」、「マーラー・シリーズ」の企画が認められ、《京都音楽賞大賞》を受
賞。2004年6月より九州交響楽団・事務局長に就任。現在は九州交響
楽団アドバイザー。

［坂田　顕］
書評家、福岡市出身。その読書のフィールドは古書から最新刊、文芸作品から宗教書まで。
蔵書が増えすぎ、居住スペースを侵食しているのが悩みの種だとか。

［渡辺　考］
1990年ＮＨＫ入局。甲府放送局、衛星ハイビジョン局、番組制作局、福岡放送局を経て、現
在、ＥＴＶ特集ディレクター。主なテレビ作品に「最後の言葉̶作家重松清が見つめた戦
争」「もういちどつくりたい̶テレビドキュメンタリスト木村栄文の世界」（第44回ギャラクシ
ーテレビ選奨）など。

［前川　清］
1948年長崎県佐世保市出身。1969年、内山田洋とクールファイブの
リードヴォーカルとして「長崎は今日も雨だった」でデビュー。「そして、
神戸」、「東京砂漠」など数々のヒット曲を飛ばす。また、バラエティ番組
などでも独特の存在感で人気を博す。現在、テレビ朝日系列九州・山口
ブロックネット「前川清の笑顔まんてん タビ好キ」オンエアー中。




